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あらまし：本学の「地域課題解決型 AI教育プログラム」では，AI 応用研究所に寄せられた地域企業の技

術相談の中から地域課題を抽出し，学生と社会人が連携し，AI(Artificial Intelligence)技術を用いて課題解

決を行う PBL(Project Based Learning)を重視した教育をしている．本研究では，新型コロナウイルス感染

症の拡大防止のため，遠隔会議システムやオンラインホワイトボードなどのツールを有効に活用した地

域課題解決のためのオンライングループワークについて実践報告する． 
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1. はじめに 
近年，大量のデータや計算能力の向上を背景とし

て，機械学習や深層学習が飛躍的な進化を遂げ，あ

らゆる分野で人工知能（AI：Artificial Intelligence）技

術が応用されるようになった．このような時代背景

のもと，本学 AI 応用研究所は AI による応用研究，

全学的な AI教育により AI人材の育成に積極的に取

り組んでいる．2020年度からは，所属学科を問わず

全学生が体系的に AI 教育を学べる体制を整え，「地

域連携課題解決型 AI 教育プログラム」を導入した

(図 1)．本教育プログラムは, 全学必修の AI リテラ

シ科目で基礎的な知識・技術を内化（インプット）

した後，産学連携による地域課題解決 PBLを通して

外化（アウトプット）することにより，学びの質を

高め，段階的にステップアップしながら主体的に AI

技術を学ぶカリキュラムである (1). しかしながら，

新型コロナウイルス緊急事態宣言発令におり，令和

3 年前期授業開始時, 学生は学内立ち入りが禁止さ

れ，対面での教育活動が著しく制限された． 

本稿では, コロナ禍において，遠隔会議システム

やオンラインホワイトボードなどのツールを有効活

用し，地域社会人と連携して実践した，AI 技術によ

る地域課題解決 PBLについて実践報告する． 

2. 地域連携課題解決型 PBL 
2021 年度から開始した「AI 活用演習（選抜クラ

ス）」では， AI を用いた地域課題解決をテーマとし

た PBL 方式のグループワークを実施している．同

PBL は，地域産業界との協働により，学生の AI の

実践的な応用技術を身につけるとともに，自主的学

習能力の向上，社会人基礎力の養成を目的とする．   

表 1 に同 PBL で取組む地域課題解決 PBL の内容

を示す．学生がチームを組んで主体的に取組む各課

題は地域産業界から AI 応用研究所に寄せられた技

術相談の中から 6テーマを選んだ．今年度，PBL課

題を選んだ基準は以下の二点である． 

・ 1年次に学んだ AI教育の内容と直接的に関係し

ており，AI 基礎を学ぶ段階の 2年生でも比較的

理解しやすいと考えられる課題 

・ 学生の教育の一環であることを理解し，大学と

共に人材育成に協力してくださる企業の課題 

それぞれの課題は画像認識，感情認識，骨格認識

およびチャットボットなどの AI 技術を利用して解

決に取り組む．プロジェクトの参加者は 2 年生 35名

が主であり，教員 7 名と先輩学生 (Student Assistant 

(SA)・Teaching Assistant (TA)) 6 名がグループワーク

を支援する. グループメンバーの振り分けは，学生

図 1  AI 教育プログラムの概要 
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の希望と，男女比，所属学科のバランスを考慮して

決定した．また, 地域社会人も課題提供者として

PBLに協力している．本教育プログラムに参加した

学生は後に，PBLの課題解決内容と関わるインター

ンシップに参加することもできる． 

 

3. グループワークの実践 
3.1 Zoom を用いたグループワーク 
グループワークは毎週 1 回，遠隔会議システム

Zoom(2)を用いて実施した(図 2)．最初に，グループ全

体のミーティングのため，全員が共通のメインZoom

に参加する．全員が地域社会人から各々の課題の説

明を聞き, 質疑応答を行う時間もとり、地域におけ

る AI の必要性について学ぶ．次に各々のグループ

に分かれて Zoomで PBLを実施する．グループワー

クでは，学生の主体性を重んじ，教員は活発な意見

交換を行うためのサポートに徹する．毎回のミーテ

ィングの様子は録画しており，各学生のグループワ

ークへの貢献度，成長度を調査・分析している． 

 

3.2 学生の自主的学びのサポート 
本 PBL は異なる学科の学生による混成チームで

取り組むため，学生が持つ基礎知識・専門知識に差

がある．そこで, 学生自らの自主的な学びをサポー

トする目的で，AI やソフトウエア開発の実践的技術

が学べる Udemy(3)を導入した．  

3.3 Miro と Slack を利用した意見交換 
グループワークにおける情報共有とコミュニケー

ションのため， オンラインホワイトボード Miro(4)と

チャットツール Slack(5)を利用した（図 3）． Miro を

見れば，全メンバーは各グループのブレーンストー

ミングの様子，課題解決の進捗状況を把握できる．

Slackは主に各グループの連絡事項，情報交換および

ファイル共有に利用されている．これらのツールを

有効活用し，コミュニケーションの円滑化を図った． 

 

4. おわりに 
最後に地域社会人の前で成果報告会を実施する予

定である．地域連携課題解決 PBLに参加した学生の

成長度を分析し，本 PBL教育について評価する． 
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表 1 AI による課題解決 PBLで取り込む地域課題の内容 

課題名 課題提供者・AIによる課題解決手法 参加人数 

障碍児の教育支援 
（地域特別支援学校からの課題）感情認識や骨格認識により, 知的障碍児

の感情・集中度予測を行い，AIがメンタリングすることによる学習支援 

学生 5名， 

SA 1名，教員 1名 

教育用チャットボット 
（地域教育委員会からの課題）小学生を対象にした地元広川町について学

ぶ教育用 AIチャットボットの開発． 

学生 6名， 

SA 1名，教員 1名 

久留米絣の等級判定・柄ずれ予測 
（久留米絣織元からの課題） 

画像認識を用いた，久留米絣の品質評価，久留米絣の柄ずれ予測 

学生 8名， 

SA 1名，教員 1名 

自動受付・ヘアスタイル提案 
（美容室経営者からの課題） 

顔認証を用いた美容室での自動受付，お客さまに合うヘアースタイル提案 

学生 4名， 

TA 1名，教員 1名 

きゅうりの病気診断 
（種苗育成会からの課題） 

画像認識技術を用いた，キュウリの病気診断予測による農家の支援 

学生 6名， 

SA 1名，教員 1名 

雑草と果樹の判別 
（草刈り機メーカーの課題） 

画像分類の技術を用いた，自動草刈り機のための果樹と雑草の判別 

学生 6名， 

TA 1名，教員 1名 

 

図 2  Zoomを利用したグループワークの事例 

(a) Miro を用いたグループワーク例 

図 3 Miroと Slackを用いたグループワーク 

(b) Slackを用いたグループワーク例 
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